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本資料のいかなる部分も、BSIから文書による許諾を事前に得ることなく、 

いかなる形態又は方法によっても無断で複製、伝播又は電子的に保存することは堅くお断りいたします。
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アジェンダ 

時間 内容 

09:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義の連絡事項と自己紹介 

講義の目的と学習目標 

１ 建築プロジェクトにおける情報セキュリティの重要性 

• 建設業界の情報セキュリティについて 

• 情報セキュリティの３要素 

• 建設業における ICT技術の向上とリスクの関係性  

演習１ 建築プロジェクトにおける情報セキュリティの重要性 

2 ISO19650‐5の概要と用語及び定義 

• ISO19650-5の概要 

• 用語及び定義 

3 重要性アセスメントプロセス 

• 重要性アセスメントプロセスの実施 

• 重要性アセスメントプロセスの“重要性”とは？ 

• セキュリティリスクの範囲の理解 

• 潜在的なセキュリティ問題の理解 

演習 2  

都心の本社ビルの物理的なセキュリティリスク、サイバーセキュリティリスクを考える 

4 セキュリティトリアージプロセスとセキュリティ志向のアプローチの開始 

• 重要性の高い資産、製品、サービスとは？ 

• セキュリティトリアージプロセス 

• セキュリティ志向のアプローチ 

演習 3  

重要な資産とは？不用意に情報が公開されてしまう理由は？ 

5 セキュリティ戦略の開発  

• セキュリティ戦略の開発 

• 人的、物理的、及び技術的なセキュリティ管理策のタイプと情報セキュリティの管理

に関する情報 

演習４ セキュリティ志向(Security Mind)の実践 
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17:00 

6 セキュリティマネジメント計画の開発 

• セキュリティマネジメント計画の開発 

• 第三者への情報提供 

• セキュリティ管理者の役割 

• 監視・監査、レビュー 

• セキュリティ違反への対応 

演習５ セキュリティ侵害への対応 

7 受託組織との協働（情報共有契約） 

• 受託組織との協働 

• 正式な受託外での協働 

• 情報共有契約 

演習６ BIMのセキュリティを意識した行動計画 

8 まとめ 

• 講義の振り返り 

• 広範な BIMプロセス内でのセキュリティ志向のアプローチの統合 

• セキュリティ志向のアプローチを実施するためのプロセス 

• 設計施工での ISO19650-5の実装の考察 

質疑応答 

終了 

 

お昼休みは 60分間です。コースの進捗に応じて、適宜、休憩の時間をとります。 

 


